
※ 取り扱い注意 （他社比較掲載）※ 

両面印刷用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文部科学省が、令和６年４月に公開した「教育 DX に係る KPI」は、自治体に様々な項目の 

達成を求めています。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「キーボードによる日本語入力スキルの向上」も含まれ指標達成に、課題を抱える自治体も 

少なくないと思われます。 

この動画では、指標達成に貢献する「ゴールドフィンガースクール キッズ」を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  「キーボードによる日本語入力スキルの指標は、 

  1 分間に入力できる文字数で 

  令和８年、小学５年生は 40 字、中学２年生は 60 字です。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年の調査に使われた問題のサンプルです。 

平仮名、片仮名、漢字、アルファベット等を組合せた問題です。 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

  

 

 

令和４年の文字入力調査の結果で、１分あたりの文字入力数のグラフです。 

  横軸は、入力できた文字数  縦軸は、全体でできた人の％です。 

小学５年生の平均は、１５.８字です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学２年生の平均は、２３.０字です。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学５年生の目標４０字以上は２.３％とごくわずかで、指標達成に多くの課題があります。 

文部科学省は、キーボードで文字を入力する課題の調査を行い、その結果を報告していま 

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  調査の結果、「キーボードでの文字入力に必要な学習内容」が６つ示されました。 

  この６つは 「基本を守った操作の学習」と「日本語入力システムを使う学習」 

  の２つとして表現できます。 

    ゴールドフィンガースクールキッズは、この必要な項目全てを学習できるソフトです。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まず、1 番目の「正しい基本を守った操作の学習」を他のタイピングソフトと比較しながら 

特徴を紹介します。 

  キーの位置、押す指、ホームポジションに残す指がひと目で分かります。 

  ホームポジションに指を残すので、間違わずに押すことができます。 

 

本システムでは、全てのキーを押す手本を準備しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A は、問題だけが表示されるので、指の動かし方はわかりません。 

B も、どの指をどの様に動かせばいいかわかりません。 

C は、動かす指は分かりますが、ホームポジションからの動かし方がわかりません。 

D は、押す指、残す指が分かるのでホームポジションからの動かし方が分かります。 

分かりにくい手本では、悪い癖がつくので注意が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   学校でも使われるタイピングソフトの画面です。 

   小学校、中学校で悪い癖をつけると直すのに一生苦労します。 

基本を守った操作の教え方の違い 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に、2 番目の「日本語入力システムを使う学習」を紹介します。 

問題文を入力欄に入力します。変換や確定、改行などの練習をします。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  文章練習の結果は、問題文と入力した内容を比べて自動採点します。 

  入力文字数、誤字、余字、脱字、入力時間、入力速度、正解率 を瞬時に表示します。 

    自動採点の機能は、日本語入力システムの学習に不可欠ですが、多くのタイピングソフト 

は、自動採点の機能がありません。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  見かけ上の日本語入力を行っているソフトの例です。 

問題に日本語を表示していますが、TOKOYASAN と入力しても、日本語にはなりません。 

文節の区切りを考えて変換したり、確定などの操作を行なわず、日本文を入力する練習は 

できません。 

 

 

 

 

  

紛らわしいタイピングソフトの例 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童生徒が「キーボードで文字を入力する学習に必要な内容」を示しています。 

 

   ホームポジションに指を置き、迷わずに指を動かす事ができないもの。 

 

   日本語入力システム（MS-IME、ATOC など）を使った入力の練習ができないもの 

 

   Shift キーを使って英大文字の練習、最上段の数字キーの練習などができないもの 

 

学校でも使われるタイピングソフトが、「キーボードで文字を入力する学習に必要な内容」を 

満たしていないことが分かります。 

「ゴールドフィンガースクール キッズ」が、必要な学習内容を備えた可能性のある学習コ 

ンテンツと言えます。 

  

キーボードでの文字入力に必要な学習内容 

②日本語入力システムの学習ができないもの

③英文、プログラムの入力の練習ができないもの

①基本を守った学習ができないもの



 

 

 

  

令和３年度の全国学力・学習調査の中学国語の CBT 記述式の問題です。 

「なお、」に続けて問題に沿ったメールの続きを入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CBT 記述式問題に解答するには、日本文を入力する必要があります。 

 

日本文を入力する練習は、日本文を数多く入力する練習で力がつきます。 

本システムは、短文から長文まで、多くの問題を準備しているので、CBT 記述式問題を解答 

する練習に役立ちます。 

 

  

CBT 記述式問題への日本文入力の練習 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本システムでは、「キーボードで文字を入力する学習に必要な内容」を「タイピング基礎」「文章

練習」のメニューで実現しています。 

「タイピング基礎」では、ホームポジションに指を置き、日本語入力システムを練習します。 

「文章練習」では、日本語入力システムを使い入力できる文字数を増やす練習をします。 

豊富な日本文で練習ができるのは、ゴールドフィンガースクール キッズだけです。 

 

 

 

 

 

 

 

 


